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 E-mail : shokuhana@city.niigata.lg.jp             【花育通信 Vol.40 2021 年 12 月発行】 

新潟市江南区にある新潟市中央卸売市場の花き部として卸売を担っている｢株式会社 新花｣では 

主に子どもたち向けに年に数回､花育出前授業を行っています。 

取材に伺ったのは万代市民会館内の児童センターで行われた｢季節の花束づくり｣の出前授業。 

最初に卸売ってどんなことをするのかなどもわかりやすく説明後､花束づくりが開始。今回はヒマワ

リを使ったビクトリーブーケ風で､オリンピックで盛り上がっていた時期にピッタリの内容でした。

ブーケは片手で花をまとめていくので､子ども達の小さな手では大変そうでしたが､新花スタッフの 

みなさんが丁寧に優しくサポートをしながら､それぞれの花束が完成していました。最初は緊張して

いた子どもたちも徐々に笑顔になり､最後は友達同士で見せ合ったりと楽しんでいました。 

令和 3年度花育推進委員会(第 1回)開催 

この出前授業では、多感な時期である子どもたちに 

花の持つ力や美しさを実感してもらい、情操教育と

しての心の豊かさを育むことを目的としています。 

生花に初めて触れるという子どもも多く、最初は恐

る恐る花を手にしますが、花を組み始めると、どう

やったらきれいな花束ができるか真剣に考えながら

取り組んでいます。頑張ってつくった花束を身近な

人に送ることで、感謝を受ける喜びや花を贈る楽し

さを感じてもらい、家庭に花を飾ることの素晴らし

さを知ってもらえたらと思い活動しています。 

 株式会社新花 主任 池田紀行さん 

池田さん 新通さん 石井さん 

新潟市では、花や緑と親しむことで豊かな心を育む「花育」の活動を推進するために、「新潟市花育推

進計画」を策定しています。 

この計画に掲げる花育の目的に向かって、市民、生産・流通・販売関係者、花育マスター、教育関係

者などと連携・協働して“オール新潟”で取り組むために、「新潟市花育推進委員会」を設置していま

す。委員の任期は２年間で、令和３年度から新しい顔ぶれとなりました。 

第 1 回花育推進委員会が会場とリモートをあわせたハイブ

リッドの形で開催され、令和５年度から開始となる「第３

次花育推進計画」で新潟市の「花育」が目指す姿について

話し合われました。 

今後も令和 4 年度末までに、新しい花育推進計画をより新

潟らしい良いものとするために、情報を共有しながら意見

交換を重ねていく予定です。 

↘くわしくご覧になりたい方は、新潟市 HP から検索↙ 

花育推進計画👆・花育推進委員会👆 

２０２１花を贈る日キャンペーン「いい夫婦の日」 提案ギフトアレンジメントより 

市内１１店舗の花店による 

「いい夫婦の日」 

フラワーアレンジメント 

mailto:shokuhana@city.niigata.lg.jp


                                                        

 

 

 

 

 

 

10月 19日は花育の日 

10月は花育月間 

普段それぞれ講師で活躍されている４名のマスターが１つのチームを

組んで、この季節にぴったりのドライフラワーのアレンジ＆スワッグ

を教えてくれました。オープンから満席状態、参加者から｢やってみた

かったスワッグ作りができて楽しかった｣の声が多く聞かれました。 

小物を変えながら長く楽しめますね。 

アロマテラピーの魅力をわかりやすいお話しと実践でいつも教えてくれ

る、真木さんと渡邉さん。お二人の優しい雰囲気と香りに体験者が癒さ

れていくのが伝わりました。大人から子どもまで幅広い世代が参加でき

るワークショップで、実験のような作業に子どもたち楽しみながら参加

していました。会場はアロマの香りに包まれ癒しの空間でした。 

 
国家資格であるフラワー装飾技能検定有資格者＆秋葉硝子の夢のコラボが実現。 

来場者は秋葉硝子の花器を選び,それに合ったブーケ作りを行いました。 

選ぶ器によって,花のデザインが違うのでどれにするか迷ってしまいます。 

参加者は,｢素敵な器と生花の体験ができて嬉しい｣と喜んでいました。 

更に花男
はなだん

技能士が秋葉硝子の一点物の器に装飾する過程を披露。豪華!! 

 

秋葉硝子 制作者:照井康一氏と 臼木さん 

いくとぴあ食花主催の｢にいがたフラワーマル

シェ｣も同日開催されました。 

リサイクルマーケットやチャリティーオーク

ションなど SDGｓをテーマにした初開催のイ

ベント、大好評でした！ 

いくとぴあガーデンで収穫

したコキアでほうき作り 
｢新潟市花育マスター制度｣はどなたでも利用いただけます。 

町内会で寄せ植えしたいけどどうしていいかわからない、PTA でフラワーアレンジ

メントしたいけど先生がみつからない、そんな時こそ、花と緑のエキスパート 

新潟市花育マスターの出番です。お気軽にご相談ください。 

【問い合わせ先】 

新潟市食と花の推進課 食育・花育担当  

☎025-226-1792 Mail：shokuhana@city.niigata.lg.jp 

吉田さん 佐藤さん 

真木さん 渡邉さん 

遠藤さん 松浦さん 坂上さん 

不要となった植物や園芸雑貨

を必要な人に使ってもらう 

リサイクルマーケット 

マルシェ内で購入した花苗と 

リサイクル鉢で寄せ植えを作り 

寄せ植えコンテストに出品 

多種多様な花苗や多肉植物 

鉢植えなどの販売は､OPENから 

お客さんでいっぱいに! 

新潟市食育・花育推進キャラクター 

 まいかちゃん 

横山さん 

小池さん 細川さん 

田鹿さん 

はなだん 

活躍する男性の技能検定有資格者の PRの際に花男技能士と称しています 

※花男
はなだん

技能士とはフラワー装飾技能検定新潟県協議会として、花業界で 


